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●  フ ォ ー ラ ム 「 児 童 文 学 と は 何 か を 問 い 続 け て  三 宅 興 子 の 仕 事 を 顧 み る 」 

三宅興子さん（当 財団 前理事長、児童文 学研 究者 ）の業績を顧 みる ことで、英

語 圏 を 軸 に し た 児 童 文 学 ・ 児 童 文 化 の 歴 史 を 振 り 返 り 、 こ れ か ら の 子 ど も の

本のありよう につい て考えるフォ ーラム を開催します 。  

日  時： 12 月 17 日（日） 13： 00～ 16： 00 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  

講  師：多田昌美、 藤 井佳子、松下 宏子  

定  員：会場 60 人（申し込み先着 順）  参加費： 1000 円  

主  催：ＩＩＣＬＯ  後  援：大阪府立中 央 図書館  

詳細・お申し 込みは ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#miyakeforum  

 

〔同時開催 〕企画展示「子どもの 本のはじ まり－三宅興 子  英語 圏児童文学コ

レクションか ら－」  

会  期：開催中～ 12 月 27 日（水）  開 館 時間にご覧い ただけ ます  

場  所：大阪府立中 央 図書館  展示コーナ ー Ａ・Ｂ、国際 児童文 学館  

主  催：大阪府立中 央 図書館  国際児童文 学 館  ※ＩＩＣ ＬＯ協 力  

https://www.library.pref.osaka.jp/site/jibunkan/hajimari2023.html  

 

●  講演会「中由美 子 と中国児童文 学の世 界」  

中 国 児 童 文 学 翻 訳 者 で あ る 中 由 美 子 さ ん の お 仕 事 を 振 り 返 り 、 中 国 語 圏 児 童

文学の魅力に ついて 語り合います 。  

日  時： 11 月 26 日（日） 13： 30～ 16： 00 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  お よび  オンラ イン  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#miyakeforum
https://www.library.pref.osaka.jp/site/jibunkan/hajimari2023.html


登  壇：秦文君（作 家 、中日児童文 学美術 交流中心会長 ）他  ※通訳付き  

定  員：会場 60 人、オンライン（ Zoom） 100 人  参加費： 1000 円  

主  催：日中児童文 学 美術交流セン ター、 中国児童文学 研究会 、 ＩＩＣＬＯ  

詳細・お申し 込みは →  Peatix https://nakayumikorec.peatix.com/  

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/  

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  当財団公式Ｘ（ Twitter）  →  https://twitter.com/IICLO_News  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『月さんとザ ザさん 』  角野栄子 /作・絵  小学館  2023年 10月  対象年

齢：小学校中 学年以 上  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事長の 宮川健 郎さん （Ｔ） です。  

 

あ ら す じ ： お ば あ さ ん の ザ ザ さ ん は い つ も 文 句 ば か り い っ て い る の で 、 ザ ザ

さ ん が 住 ん で い る ス ミ コ さ ん と い う 名 の 家 が 家 出 を し よ う と す る 。 ザ ザ さ

ん と ス ミ コ さ ん が け ん か を し て い る と 、 月 さ ん が 現 れ て 、 時 々 や っ て き て

お話をしてく れると 言い、とりあえ ず、ザ ザさんたちの けんか は止まる。月

さんは、約束 どおり 、時々ザザさん の家に やってきて 、「夕 やけ  小やけで  

や け こ げ で … … や け こ げ あ ～ な が  あ き ま し た あ … … 」 と 歌 っ た 少 女 が 空

の 穴 に 落 ち た 話 や 、 ザ ザ さ ん の 子 ど も の 頃 に 家 に あ っ た 緑 の 椅 子 の 話 な ど

を し て く れ る 。 ま た 、 月 だ け で な く 、 金 星 や 雨 も ザ ザ さ ん の 家 に や っ て く

る。  

 

Ｔ：月さんはひねく れ者のザザさ んに折 々お話をして くれま す。全 15 章から

なっています が、こ の折々のリズ ムがい いなと思いま す。  

Ｙ：おっしゃ るとおり 、月の満ち欠 けがでて くる本だと、規則正し く月が太っ

た り や せ た り す る の に 、 い ろ い ろ な 大 き さ の 月 さ ん が 不 規 則 に や っ て く る

ところが、自 由な感 じがしました 。  

Ｔ：そ ういう意味 で、続けて読む本 という より、章ごとに読 む本 、チャプター

https://nakayumikorec.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


ブ ッ ク の よ う に 書 か れ て い て 、 一 話 ず つ を 読 ん で 楽 し め る 本 に な っ て い ま

す。  

Ｙ：私がいち ばんおも しろかったの は、ザザ さんの人物像 でした。作品の中で

ザ ザ さ ん が 改 心 し た り せ ず 、 最 後 ま で 月 さ ん に 鋭 い 突 っ 込 み を 入 れ る 、 ひ

ねくれ屋で気 の強い おばあさんだ ったと ころがいいな あと思 いました。  

Ｔ ： と は い え 、 ザ ザ さ ん が 月 さ ん の お 話 に 導 か れ て 幼 い 頃 に 大 切 に 思 っ て い

た 緑 の 椅 子 に 再 会 し 、 そ の 近 所 に 引 っ 越 し て か ら は 少 し 気 持 ち が 落 ち 着 い

たということ も書か れています。  

Ｙ ： そ う で す ね 。 お 父 さ ん が 座 っ て 幼 い ザ ザ さ ん を だ っ こ し て 子 守 歌 を 歌 っ

てくれた椅子 に再会 したことで、ザザ さん の心が潤った ように 感じました 。

それでも、一 言言わ ずにはいられ ないザ ザさんが楽し かった のです。  

Ｔ：どうして ザザさ んはそんなに ひねく れてるんだろ うね。  

Ｙ：私 にとっては、人 間だれしも、思う よう にならなかっ たり、イ ライラした

り す る こ と が い っ ぱ い あ っ て 、 そ の 怒 り を ス ト レ ー ト に 出 し て い る の が ザ

ザさんのよう に思い ました。  

Ｔ：一人暮ら しで寂 しいところも あった のかもしれま せん。  

Ｙ ： ザ ザ さ ん と い う 名 前 も 、 家 の 名 前 が ス ミ コ さ ん と い う 昭 和 的 で 人 間 臭 い

名前なのもお もしろ かったです。  

Ｔ：絵 も角野さん。ユ ーモラスで味 わいが あります。そして、表 紙の色はいち

ご色。2023 年 11 月３日にオープン した東 京都江戸川区 の角野 さんの児童文

学館「魔法の 文学館 」の基調とな る色と 重なっていま す。  

Ｙ ： こ の 本 を 読 ん で 改 め て ど ん な に 年 を と っ た っ て 、 ど ん な に イ ラ イ ラ し た

っ て 、 ユ ー モ ラ ス な お 話 が あ れ ば 、 生 き て い け る と い う 気 持 ち に な り ま し

た。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 99 回「さるのこ し かけ」  

 山男と小猿  

 

ある夕方、楢 夫は裏 の大きな栗の 木に、 白いきのこを 見つけ ます。  

〈 こ れ が さ る の こ し か け だ 。 け れ ど も こ い つ へ 腰 を か け る よ う な や つ な ら 、

すいぶん小さ な猿だ。そして、まん 中にかけ るのがきっと 小猿の 大将で、両わ

きにかけるの は、た だの兵隊にち がいな い〉と、ひと りごと を言います。  

 

すると、きの この上に 、軍服を纏っ た小猿が 三匹、ひょっ こりあら われて腰掛

け ま す 。 真 ん 中 に い た 小 猿 は 大 将 の 軍 服 を 着 て お り 、 小 さ い 勲 章 を 六 つ ば か

り 提 げ て い ま す 。 あ と の 小 猿 は 小 さ す ぎ て 肩 章 さ え わ か り ま せ ん 。 小 猿 の 大

将は手帳を出 して〈 おまえが楢夫 か。ふ ん。何歳になる 。〉と 横柄に話しかけ

ま す 。 楢 夫 が ば か ば か し く な っ て 文 句 を 言 う と 、 小 猿 は 一 転 丁 重 な 姿 勢 で 楢

夫 を 栗 の 木 の 中 へ 案 内 し ま す 。 中 は 空 洞 で 、 上 の 方 へ は し ご 段 が 続 い て い ま

す 。 小 猿 と 楢 夫 が 電 燈 に 彩 ら れ た 階 段 を 駆 け 上 が る と 、 そ こ は 昼 間 の 種 山 ヶ

原 。 忽 ち 草 原 の あ ち こ ち か ら 小 猿 が も ち ゃ も ち ゃ 集 ま っ て き て 、 ほ ど な く 軍

事演習が始ま ります 。  

 



乱 暴 な 演 習 に 楢 夫 が 驚 い て い る と 、 小 猿 は み ん な 小 さ な 綱 を 出 し て 楢 夫 を 縛

りあげ、高く 胴上げを し、楢夫を林 の地面に 落とそうとし ます。覚 悟を決めた

楢夫が自分の 家の方 角を見定めた とき、〈 危いっ。何 をする〉と いう大きな声

がして、〈茶色の ばさ ばさの髪と巨 きな赤 い顔〉の山 男に楢夫は 受け留められ

ま す 。 ふ と 気 づ く と そ こ は う ち の 前 の 草 原 で 誰 も お ら ず 、 夜 に な っ て い ま し

た。お母さん の楢夫 を呼ぶ声が聞 こえて きて、物語は 終わり ます。  

 

「 さ る の こ し か け 」 を 見 つ け た 楢 夫 は 、〈 い く ら 小 猿 の 大 将 が 威 張 っ た っ て 、

僕のにぎりこ ぶしの 位もないのだ 〉と思い 、小猿に〈も っと語を 丁寧にしない

と僕は返事な んかし ないぞ〉〈腰掛け のま ま下へ落すぞ 〉と言 います。傲 岸不

遜な態度の楢 夫です が、これが後 半の落下（転落）へと つながっ ているように

思われます。子どもと いえども、驕 り高ぶる 者がやがて破 滅に至 る構図は、賢

治童話におい てはし ばしば見られ るもの です。舞台（種山ヶ 原 ）や夢、登場人

物としての楢 夫など 、別作品「種 山ヶ原 」との共通性 も指摘 されています 。  

 

作品「種山ヶ原」で は 、主人公は夢の中 で山 男に襲われ、刀で 山男 を刺し殺し

ますが、本作 では楢夫 は山男から守 られて います。これ は、土地 の子どもであ

る“楢夫 ”（木 の名前 を冠する ）が山男と 近しい関係に あるこ とを示すもの で

あ り 、 組 織 的 な 軍 事 演 習 を 行 う 小 猿 た ち と 山 男 の 対 立 を 描 く も の と も い え ま

す。自然の側、神の 側 に属する山男 にとっ ては、樹木に寄生 し、ダメージを与

えるという「さる の こしかけ」（ 小猿）の ほうが、決して容 認 できない敵だっ

たのかもしれ ません 。（ペ吉）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫『注文 の多い 料理店』によ りまし た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５３  

*****************************************************************  

 

「ああ、いい  にお い！  どこに  こん な  すみれが  あっ たの？」  

「 き み の  あ た ま の  な か に 。 き み が  す み れ の  に お い を  だ い す き だ か

ら。」  

 

（「びーだ まのまほ う 」  まど・みちお /作  太田大八 /絵  『キ ンダーおはな

しえほん』第 ３集３  フレーベル 館  1970 年３月１日  p.12）  

 

てつおくんが 一人で 留守番をして いてビ ー玉を目の前 にして 、「こんな  びー

だまなんか  おもし ろく  ないや 」と言う と、ビー玉が「ぼく  まほうが  つ

か え る ん だ ぞ 」 と 言 い ま す 。 そ し て 、 て つ お く ん が ビ ー 玉 を ぎ ゅ っ と に ぎ る

と、てつおく んの手が 鳥の巣になっ て、ビー 玉が卵になっ て、そこ から小鳥が

出てきます。小鳥は、鼻のあなにと びこん で、くしゃみ といっし ょにすみれの

花をくわえて 出てき ます。そこで 、引用 のことばにな ります 。  

 

小 鳥 は 、 耳 に 飛 び 込 ん で せ み を 連 れ て き て 、 口 に 飛 び 込 ん で ぶ ど う を く わ え

て き て 、 目 に 飛 び 込 ん で 星 を く わ え て き ま す 。 最 後 に て つ お く ん が 「 マ マ を  

だして  きて ！」とい うと、小鳥は ビー玉に 戻り、でてき たものは 消えます。



そして、ママがも ど ってきます。てつ お くんは、「マ マ、ぼく の  あたまか ら  

でて  きたの ？」と ママに聞きま す。  

 

幼 稚 園 で も ら っ て き て 大 好 き だ っ た 作 品 で す 。 大 阪 府 立 中 央 図 書 館 国 際 児 童

文学館にあっ たので 再会できまし た。作家 の名前は覚え ていま せんでしたが 、

緑 色 の ビ ー 玉 の 不 思 議 さ に 圧 倒 さ れ 、 す み れ の 花 の 匂 い を か い だ よ う な 気 持

ち に な っ た こ と を 覚 え て い ま す 。 鼻 の あ な に 入 る と こ ろ が ユ ー モ ラ ス で 特 に

好 き で し た 。 そ し て 、 て つ お の 頭 の 中 に す み れ の 花 が 描 か れ て い る 絵 に あ こ

がれの気持ち を抱き ました。  

 

今読み返すと、まど・みちお の「あとが き」にあるように 、「 私は人間及び す

べての哺乳動 物がそ の生活力の源 泉とし て持つ「五感 」をタネ にしました。目

で見、耳で 聞き、鼻 で 嗅ぎ、手で 触り、舌 で 味わうという 五感の 働きは、原始

の輝きに満ち 、永遠に みずみずしく 、この中 のどのひとつ をとっ てみても、私

た ち を 深 い 喜 び で 一 杯 に し な い も の は あ り ま せ ん 。 ど の ひ と つ と し て 私 た ち

を、「生きよ、生きよ 」と励まさないも のは ありません 。」という 五感が研ぎ澄

ま さ れ る 感 覚 を 描 い て い る と い う こ と が わ か り ま す 。 そ し て 、 て つ お な り の

方 法 で 世 界 を 理 解 し て い る こ と を 表 現 し て い る と い う こ と も 読 み 取 れ ま す 。

ま た 、 最 後 の て つ お の 一 言 か ら 、 て つ お が い か に マ マ を 愛 し て い る か が 伝 わ

ります。  

 

けれど、５歳 の私は、ビー玉が卵に 変身し、鳥が生まれる ことに 心がはずみ、

そのことを表 現した 大胆な絵に心 を遊ば せたのでした 。（Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

京都ｄｄｄギ ャラリ ーで来年１月 ７日ま で開催されて いる企 画展「はみだす 。

とびこえる 。絵本編 集者  筒井大介の仕 事 」に行って きました 。絵本編集者の

筒 井 大 介 さ ん が こ れ ま で に 編 集 さ れ た 代 表 的 な 絵 本 の 原 画 、 ラ フ 、 編 集 時 の

メモなどが 、一緒に 仕事をした 52 人の作 家の言葉とと もに展 示され、作 品ご

とに筒井さん のコメ ントも添えら れてい ます。  

 

入口を入った 通路部 分に、きくちちき『ゆ きのゆきちゃ ん』（ミ シマ社  12 月

刊行予定）の 使われな かった原画や ラフ、色 校などが展示 されて いました。原

画 に は な い 銀 色 を 使 っ て 印 刷 し た 校 正 用 紙 が あ り 、 絵 本 の 制 作 過 程 が わ か り

ます。実際の 絵本が 楽しみになり ました 。  

 

部 屋 に 入 る と 、 一 人 の 作 家 に ２ ～ ３ 枚 ず つ く ら い の 絵 本 原 画 が 展 示 さ れ て い

ます。エネル ギッシュ かつ迫力満点 の絵が ならんでいて 、圧倒さ れます。長新

太や井上洋介 、片山健 などの絵本界 を代表 する作家から 、つじに ぬき、ｅｔｏ

の よ う に 、 筒 井 さ ん 主 宰 の ワ ー ク シ ョ ッ プ や 絵 本 塾 出 身 の 新 人 作 家 ま で 、 筒

井 さ ん が い ろ い ろ な 作 家 と か か わ っ て き た こ と が わ か り ま す 。 五 十 嵐 大 介 や

小 林 エ リ カ な ど の マ ン ガ 家 の 作 品 も あ り 、 異 分 野 の 作 家 を 起 用 す る こ と で 、

筒井さんが絵 本の幅 を広げて こら れたの だと思いまし た 。  

 



全体を見た印 象を一 言で言うと「自由 」。どの作家もの びのび と描いている こ

と 、 絵 本 の 世 界 や 作 品 の テ ー マ を 追 求 し な が ら 描 い て い る こ と が 伝 わ っ て き

ました。そし て、作品 への情熱は、紙の材質 や印刷へのこ だわり からも 感じら

れ 、 絵 本 作 品 が 、 作 家 と 編 集 者 の 熱 い 思 い で 作 ら れ て い る こ と が よ く わ か り

ました。  

 

絵 本 出 版 に と っ て の 編 集 者 の 大 切 さ を 改 め て 考 え な が ら 、 ま た 、 革 新 的 な 絵

本に出会える ことを 期待して会場 をあと にしました 。（Ｋ）  

 

京都ｄｄｄギ ャラリ ー  https://www.dnpfcp.jp/gallery/ddd/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第６ 回  

*****************************************************************  

第２章  前川 康男先 生と今西祐行 先生  

その３  『肥 後の石 工』、「一つの 花」  

 

童話雑誌『び わの実学 校』の校長は 、雑誌を 主宰されてい た坪田 譲治先生です

が、副校長は 、創刊 号からの編集 長の前 川康男先生 （ 1921～ 2002 年）でしょ

う。母宮川ひろが は じめて投稿し た短編「たからもの」が第 16 号（ 1966 年 5

月）に掲載さ れたあと 、作品を見て くださる ようになった 今西祐 行先生（ 1923

～ 2004 年）は、母の 担任というこ とにな ります。私は 、子ど ものころから 、

今西先生に、 そして 、前川先生に もお目 にかかる機会 があり ました。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

今回で、第２章「前 川 康男先生と今 西祐行 先生」はおわりま す。来月は休載さ

せていただき、2024 年１月配信の第 161 号からは第３章「あ まん きみこさん」

です。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  2023 年度絵本学会  絵本研究会「瀬田 貞 二さんについ て」  

日  時： 12 月 16 日（土） 14： 00～ 16： 00 参加費無料 、要申 し込み  

場  所：オンライン  

講  師：斎藤惇夫（ 作 家）  

主  催：絵本学会  研 究委員会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

https://www.dnpfcp.jp/gallery/ddd/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 月 さ ん と ザ ザ さ ん 』

をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名

前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よ ろしければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9  

締切は 12 月 11 日（月）、当選 発表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

街の装いが、 ハロウ ィンからクリ スマス に一変しまし た。昼 間の暑さもよ う

やく収まった と思い きや、秋を追 い抜い て、いきなり 冬がや ってきました 。

めまぐるしい 変化に ついていくの がたい へんですが、 体調管 理に気をつけ て

日々を大切に 過ごし たいと思って います 。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

